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このメールマガジンは、北海道立総合研究機構（道総研どうそうけん）建築研
究本部が、日頃の調査研究、普及業務などで携わっているニュースを中心に、
毎月お送りしているものです。
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　　　　　　　　　　　　　今月号のトピックス
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■お知らせ
　□６月６日（水）に平成３０年建築研究本部研究成果報告会を開催します。

■建築性能試験センターより
　□建築性能試験センター発足

■北方建築総合研究所より
　□研究紹介「既存木造住宅の熱・湿気性能評価と断熱改修手法の構築に関
　　する研究」（平成２６～２８年度）

■新規採用職員からひとこと
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■お知らせ
□平成３０年建築研究本部研究成果報告会について
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今年は旭川市で研究成果報告会を開催します。

建築研究本部が取り組んでいる建築・まちづくりの研究について、平成２９年
度終了課題を中心に近年の研究成果を報告します。また、第三部の全体質疑で
は、建築研究本部が果たすべき役割、今後取り組むべき課題について、スマー
トフォンを利用したリアルタイム投票・アンケートシステムを用いて参加者の
皆様と意見交換を行う予定です。さらに、今年はポスター発表を行い、研究職
員がみなさまの質問に直接お答えいたします。

是非ご参加ください！

□日　時:平成30年6月6日（水）10：00～16：40
□場　所:旭川市大雪クリスタルホール
□参加費:無料　定員:150名
□申　込:下記申込みフォームよりお申込みください。（5月31日（木）〆切）
　
▼詳細は、こちらのご案内専用ページをご覧ください。
http://www.hro.or.jp/list/building/koho/event/

▼案内チラシ・プログラム（ＰＤＦ）
http://www.hro.or.jp/list/building/koho/event/180606.pdf



▼申込みフォーム
https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q
※「報告会申込み」と書いて送信してください。
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■建築性能試験センターより
□建築性能試験センター発足
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験センター　安全性能部　渡邊
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建築研究本部は今年度の組織改編により建築性能試験センターを新設し、４月
から業務を開始しています。

従来から国土交通大臣指定の性能評価機関として防耐火に係る性能評価試験や
各種試験等を総務部性能評価課で実施しており、北方建築総合研究所の一部門
として、札幌の構造計算適合性判定センターでは建築基準法に基づく構造計算
適合性判定業務を実施していました。この二つの組織の業務には、どちらも法
令等に基づく業務であり、的確さや第三者性を求められることなどから、建築
性能試験センターとして組織を統合しました。

このことにより、旭川で実施していなかった構造判定を旭川でも実施できる体
制になり道北および道東地域の皆様の利便性が向上します。また、札幌オフィ
スでは性能評価試験や各種試験の相談窓口となることで、道央・札幌圏など多
くの皆様の利便性が高くなりましたのでご活用ください。

これらの建築性能試験センターの業務は、耐震偽装事件や防耐火性能の評価試
験における不正試験体問題など、過去に偽装などの事件があったことが業務の
対象となっており、センター組織の目的でもある的確さや第三者性が求められ
ています。昨今も試験結果の偽装や検査の体制が問題になる事例もあり、世の
中はより的確性を求めています。

試験センターは試験機関としてＪＮＬＡ登録の認定を受けるなど試験品質管理
に取り組んでおり、職員一同、ご依頼いただく皆様の利便性向上と的確な試験
や評価を行うことを目標として、気を抜くことなく日々研鑽して参ります。

▼建築性能試験センター
http://www.hro.or.jp/list/building/bptc/
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■北方建築総合研究所より
□研究紹介「既存木造住宅の熱・湿気性能評価と断熱改修手法の構築に関する
　研究」（平成２６～２８年度）
　　　　　　　　　　　　　　試験センター　安全性能部　評価試験課　遠藤
　　　　　　　　　　　　　（当時　北総研建築研究部建築システムＧ所属）
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建設から年代が経過した住宅ストックが増加していますが、これらの有効活用
のためには、断熱改修等による性能向上が重要になります。在来木造工法の住
宅住宅の断熱改修においては、熱損失や内部結露（壁の内部における結露）の
原因となる「壁内気流」への対策が課題の一つです。その対策の一つとして、
「気流止め」がありますが、これまではその適切な施工方法、気流止めに伴う
結露の防止方法、改修後の暖冷房負荷の低減効果等で、明らかになっていない
点がありました。

北総研と硝子繊維協会との共同研究では、以下のことを明らかにすることがで
きました。



・気流止めに使用する材料は、ポリエチレン（厚さ30μm以内）が付属するグ
　ラスウールで、幅が壁の内寸より10～45 mm大きいものが有効です。小屋裏
　側からもしくは内外装材を一部撤去して施工する方法があります。
・改修で気流止めのみを実施することで、条件によっては暖冷房負荷を50%削
　減できることがありますが、内部結露を発生させてしまう可能性があります。
　その対策として、壁の上下端部ともに気流止めを実施すること、室内側のビ
　ニルクロス等による気密化もしくは付加断熱等が必要になります。

ご興味のある方は、ぜひ研究紹介資料や報告書をご覧ください。
▼研究紹介資料（本課題は平成28年度「一般共同研究」欄）
http://www.hro.or.jp/list/building/develop/nenpou.html
▼報告書（本課題はNo.380）
http://www.hro.or.jp/list/building/develop/houkokusho.html
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□北総研　地域研究部　地域システムＧ　長谷川　祥樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（はせがわ　よしき）
前職では、東京にある電機メーカで水・大気を対象とした環境計測機器の研究
・開発をしており、現在は、それらの民間ノウハウも活かしながら、農村地域
における水インフラ（上水道や排水処理）の整備や管理に関する研究に従事し
ています。
学生時代以来、約１０年ぶりに住む北海道で、仕事・私生活ともに充実した日
々を過ごしています。建築やまちづくりの分野での経験は浅いのですが、日々
新しいことを吸収し、北海道の人々の暮らしに貢献できるように努力していき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

□北総研　地域研究部　環境防災Ｇ　川村　壮
　　　　　　　　　　　　　　　　（かわむら　たけし）
これまで社会人大学院生として北海道大学大学院の博士課程に在籍し、北海道
の港湾都市における津波災害リスクについて、ＧＩＳ（地理情報システム）に
よる空間分析を中心に研究を行ってきました。生まれ育った北海道のまちづく
りに対し、研究者として貢献できる機会をいただいたことに感謝申し上げます。
元々の専門は建築ではなく、まだわからないことばかりではございますが、少
しでも早く道民の皆様に貢献できるよう努力して参りますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

□北総研　建築研究部　建築システムＧ　高橋　光一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（たかはし　こういち）
昨年度までは学生として室蘭工業大学大学院に在籍しており、卒業論文および
修士論文では材料内の過冷却水の凍結に着目した研究を行っていました。
新規採用の職員の中では唯一の社会人１年目であり、まだまだ毎日緊張と不安
だらけです。
今後、研究所内外の皆様との関わりを通して成長し、少しでも早く皆様のお役
に立てるように精一杯頑張りたいと考えております。どうぞよろしくお願いい
たします。

□北総研　建築研究部　建築システムＧ　齊藤　隆典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（さいとう　たかすけ）
この３月までは横浜に所在する神奈川大学で教育・研究業務に８年間従事して
おりました。この度ご縁がありまして、自分の故郷である北海道で建築分野の
研究というかたちで仕事をさせていただけることを大変嬉しく思っております。



これからは前職で培った経験も活かしながら、北海道のために貢献できるよう
研究業務に取り組んでいく所存ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

今年度は４名の職員が新たに仲間入りしました。今後とも、ご指導のほどよろ
しくお願いいたします。なお、研究職員の専門分野等については、道総研研究
職員データベースをご参照ください。
▼研究職員データベース
http://www2.hro.or.jp/rschr/
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせメールフォーム
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。
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